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平成26年産米等への対応について

平成26年11月14日
農 林 水 産 省

１ 緊急対策
（１）当面の資金繰り対策

① 農林漁業セーフティネット資金の融資の円滑化や実質無利子化。
・ 稲作農家に対する農林漁業セーフティネット資金の円滑な融通

を図るよう、日本政策金融公庫に指示（11月14日関連通知を発
出）。

・ 平成26年産米の生産者に対する農林漁業セーフティネット資金
について貸付当初１年間実質無利子化（11月14日要綱を改正）。

② 既存資金の償還猶予に係る関係機関への要請。
・ 個別の経営状況に応じた既貸付金の償還猶予などの措置を適切

に講じるよう、関係金融機関に要請（11月14日関連通知を発出）。
③ 米の直接支払交付金の年内支払い。

・ 米の直接支払交付金について、基本的に12月15日までに交付を
完了するよう対応（10月30日関連通知を発出済）。

（２）ナラシ対策（米価が下落した際に収入を補てんする保険的制度）の
運用改善

平成26年産については、青死米が平年水準を大きく超えて発生し、
作況の単収を用いてナラシ対策の当年産収入額を算定することが適切
でない地域があることに鑑み、国と当該都道府県が協議の上、実態を
踏まえた単収の調整を行う。

（３）早期の追加支払の要請
仮渡金の追加払いについて可能な限り早期に行うよう、全国生産出

荷団体等に要請（11月14日関連通知を発出）。

（４）周年安定供給のための売り急ぎ防止対策（民間の取組）
民間団体（（公社）米穀安定供給確保支援機構）において、自らの

資金を活用し、長期計画的に販売される米に対する保管料等の支援を
検討。

２ 主食用米以外の作物の本作化
① 水田活用の直接支払交付金について必要な予算の確保。
② 食料・農業・農村基本計画において、飼料用米等の戦略作物の生産

目標を検討。
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３ 飼料用米の取組の推進
① 全国生産出荷団体の直接買取スキームの導入に必要な省令改正を11

月中を目途に実施。
② 各都道府県の需要を踏まえた多収性専用品種の種子の確保。
③ 生産・利用拡大、供給体制整備のための機械・設備等の導入支援の

拡充を検討。
④ 各都道府県ごとに設立した推進協議会を通じた働きかけの強化。

４ 需要に応じた生産を進めるための安定取引の拡大や情報提供の充実
① 国による一層分かりやすく、きめ細かな情報提供の充実。
② 産地と卸売事業者等の間の複数年契約、播種前契約等の安定取引の

拡大等に向け、米の集荷・流通関係者からなる研究会を12月に立ち上
げ、方策を検討。

５ 米の需要拡大・輸出の促進
業務用米の安定取引の推進等米の需要拡大策を引き続き行うととも

に、オールジャパンでの米輸出の取組体制を早ければ年内に整え、輸出
拡大を支援。

６ 農地集積の円滑な推進
米価下落の中でも、米の生産コスト削減を進めつつ、担い手への農地

集積・集約化が円滑に進むよう、受け手となる担い手の機械・施設の整
備の拡充、農地中間管理機構による集積・集約化等の着実な推進を検討。

７ 平成27年度に向けたナラシ対策への加入推進
① ナラシ対策の対象となる認定農業者、集落営農のナラシ対策加入要

件の緩和（規模要件を廃止するとともに、集落営農については法人化
計画を不要とすること等）についての周知徹底と確認（11月14日関連
通知を発出）。

② 集落営農の組織化等の支援の拡充を検討。

８ 地方公共団体、農業者団体を含めた現場への周知徹底
米に関する現行の制度に加え、農業経営へのセーフティネットである

ナラシ対策、飼料用米への支援策等について、地方公共団体や農業者団
体を含め、現場においてきめ細かく周知（個々の農家までチラシの配布、
説明会の実施等）。

９ 平成27年産米の生産数量目標の適切な設定
平成27年産米の生産数量目標については、非主食用米への自主的な転

換の取組も踏まえながら、11月中に適切に設定。



・国からの交付金は、農業者の積立金の３倍の額が上限です。

・補てんは、収穫秋後３月までの価格をみて、５～６月に支払います。

27年産から、認定農業者、認定新規就農者、集落営農が対象
（規模要件はありません）

⽶のほか、⻨、⼤⾖、てん菜、でん粉原料⽤ばれいしょ

１ 対象者

ナラシ対策とはナラシ対策とは

⽶価が下落した際に収⼊を補てんする
保険的制度です。

２ 対象品⽬

当年産の対象品⽬の販売収⼊の合計が、標準的収⼊を下回った
場合に、その差額の９割 を、国からの交付金と農業者の積立
金で補てんします。

・農業者は対策加入時に、①標準的収入の10%下落まで対応できるコースと
②20%下落まで対応できるコースのいずれかを選択し、そのコースに応じ
た積立金を拠出します。

３ 補てん額
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